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見えない空気を可視化する 
～コモンズとしての空気と匂い～ 

 
実施計画書 for CCBT Art Incubation Program ’24-’25 

上田麻希 
ver. 25.7.19. 
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生きることは、空気を分かち合うこと。 
見えないけど感じられる匂いが 

そこにある私たちの関係を問い直す。 

To live is to share the air. 
We do not see it, but we breathe it. 

Smell connects us ̶ and reveals our relationships. 

本企画は、都市における空気の存在をコモンズ(共有資源)として再発
見し、気候変動・都市公害・共生などの社会課題を嗅覚という非視覚
的感覚を通して可視化・体験・共有するものである。嗅覚をめぐる社
会的力学や権力構造などの隠れたポリティクスを暴いていく。 

教育・リサーチ・表現の３つのプロジェクトを段階的に接続すること
で、空気という「見えないコモンズ」に対する市民の理解と行動を促
し、この不確定な時代を生きる（息る）ための嗅覚的レジリエンスを
養う場となることを目指す。

Olfacto-Politics 
嗅覚の力学 

- The Air as a Medium -  
～メディウムとしての空気～

SUMMARY

プロジェク
ト名

内容 目的 全体との接続

#1 嗅覚教育 SMELL 
LAB

嗅覚リテラシーの
向上と参加型の知
識共有

土台の教育と市民参
画。リサーチや展示
の“担い手”を育てる

#2 リサーチ テクノロジ
ーによる空
気の可視化

空気の質・匂い・
生物的反応をリサ
ーチし、可視化

空気の情報を“デー
タ”として読み解く基盤
をつくる

#3 表現 体験型展示 共生のための嗅覚
体験や空気の循環
性をインスタレー
ションで体験化

問題意識や科学的知見
を“感覚的・身体的体
験”に落とし込む
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ARTIST STATEMENT 

　空気はコモンズ（共有資源）である。息を吸って吐いて生きる
私たちにとって、ここまでは私ので、そこからはあなたのね、と
線引きできるものではない。コロナ禍は我々にそのことを改めて
認識させた。 
　もし空気を媒体（メディ
ウム）と捉えるなら、我々
人間含むすべての生物がそ
こでたくさんの情報をやり
とりしている。酸素や窒素
などの気体、匂いやエアロ
ゾルなど化合物やウィル
ス、さらには科学では説明
しにくい「気」のようなも
のも内包する。このプロ
ジェクトは匂いを手がかり
に、コモンズとしての空気とその循環を可視化し、タンジブルに
体験できるようにするものである。 
　私は嗅覚アーティストとして20年以上、匂いに携わってい
る。匂いや香りには、人の感情や記憶に訴えるという興味深い側
面がある。しかしその点が誇張されてフォーカスされがちでもあ
り、香りと情緒を紐づければ、モノやサービスが売れやすくなる
とも思われがちである。 
　見方を変えれば、息をせねば生きられない我々にとっては、無

意識に操られるということも意味する。しかも過密な都市には、
良くも悪くも人工的な匂いで溢れかえっている。嗅覚を通して体
内に入ってくる揮発性物質を広義の匂いと捉えるなら、それは生
理現象をも操り、時に健康を害し、人を死に追いやる側面もあ
る。 
　先日埼玉八潮で起きた下水陥没事故の原因も、卵の腐ったよう
な匂い、硫化水素といわれている（金属を腐食させる）。30年
前の地下鉄サリン事件で使われたサリンも、揮発性の有機リン系
化合物であり、異臭がしたと被害者は語っている。世界有数の人
口密度を誇る東京の過密・密閉下では、例えば階下の焼き鳥屋と
上のマンション住民との間で問題なるなど、匂いは争いの火種と
して常に潜んでいる。そして普段はコントロール下にあるように
見える場合でも、災害時や非常時には必ず悪臭が課題となる。 
　コモンズとして空気を捉えるなら、そこで生じる様々な問題も
グローバル・コモンズである。昨今の東京の夏は危機的に暑い。
気候変動、温暖化問題はもう待ったなしの切実な問題であろう。
私はここで、匂いで人の記憶や感情に訴えるよりは、テクノロ
ジー（デジタル嗅覚）の力を借りて客観的なデータを示したいと
考える。 
　都市とは、自然からその匂いを奪ったエリア、いわば人間の縄
張りである。東京のような大都市に人が生きるようになってか
ら、せいぜい100年ほどしか経っておらず、東京はさながら壮大
な嗅覚の実験場である。そんな東京を舞台に、このプロジェクト
では「生きる（息る）」ことを問い、嗅覚のレジリエンスを養う
場としていきたい。 

空気を媒体としてインプットされるもの
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写真

時間情報

空間情報

人間の鼻で観察 
→DATABASE

木や花などの植物

生き物

海や川などの自然

風

食べもの・飲みもの

廃棄物

排気

インタラクティブAR
¥

香り

香りの展示

調香・再現
データ分析＆

＋パネル展示

計測

分析

可視化

録画

録音

FAIMS 技術で計測 
(RICOH) 

→DATABASE
街の匂いの視覚化 
参加者の体臭の視覚化

AR 
仮称 ｢千代子の嗅覚世界｣ 

映像､ 音､ 香りで犬の体験をトレース 
インタラクティブな体験

温室効果ガスの 
フレグランスづくり

WS
リアル地図

デジタル地図

空気の循環

専門家 
公開講座

LECTURE

土と空気 
匂い抽出

EBHIBITION

PROJECT #2PROJECT #3PROJECT #1

MEET UP
勉強会､ ブレスト､ ディスカッション

見えない空気を可視化する 
～コモンズとしての空気と匂い～

嗅覚教育 SMELL LAB リサーチ 空気の可視化表現 体験型展示
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視覚・聴覚については美術・音楽を通してあるていどの教育を受
ける機会はあるが、嗅覚教育を受ける機会はない。嗅覚に関する
知識のボトムアップを狙うのが「SMELL LAB」プロジェクトで
る。 
 
参加資格： 

• ８月後半に募集をかけ、参加表明した人のみが参加できる。想
定15名ていど。（TV取材が入る可能性があるため、顔出し
OKの人のみ対象。） 

• 限定する理由： 

・匂いの扱いや機器操作における安全意識の共有のた
め。 
・表面的な知識技術の伝授ではなく、作品制作・成果発
表まで積極的に携わってもらい、作家の知識・経験を深
いレベルで共有するため。 
・一方で、一連のプロセスはできる限りアーカイブ、オ
ンタイムでSNSに公開する。 
・募集要項と応募フォーマットはCCBTの他類似プロ
ジェクト参考 
・応募者多数の場合は志望動機から選抜。 

場所: 
CCBT奥の空間を占有し、SMELL LAB 拠点としたい（９
月～。新居においては相談）。ここには作業しやすいように理化
学機器やガラス瓶・香料類・ツールを常時陳列したい。一般公開
可、常時見学可。ただし、実際に扱うのはメンバーに限る。 

交流・連絡手段：Discord

嗅覚教育 

SMELL LAB

PROJECT #1:

https://ccbt.rekibun.or.jp/events/future-ideations-camp06?fbclid=PAQ0xDSwLTR5JleHRuA2FlbQIxMQABp8LkFVzcK6coZLaODoGGO8onCLctWrwiraEoFLTLnIFE609ZJx_k9bi_7NWf_aem__rKFMrcn4TP1grX92vjeOA
https://ccbt.rekibun.or.jp/events/future-ideations-camp06?fbclid=PAQ0xDSwLTR5JleHRuA2FlbQIxMQABp8LkFVzcK6coZLaODoGGO8onCLctWrwiraEoFLTLnIFE609ZJx_k9bi_7NWf_aem__rKFMrcn4TP1grX92vjeOA
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① Meet Up　 

共に学び、議論し、発想する場。３人ほどのグループを５班作
り、グループワークにより他者とのコミュニケーションを介して
自分の嗅覚を認識する。 

内容： 
・身近な問いかけ： 

• 味と匂いはどう違うのか？（オルソネーザルとレトロネーザルについて） 
• どうしてじぶんの匂いはよくわからないのか？どうして人の家にいくと最

初だけ匂いがするのか？（嗅覚疲労、嗅盲について） 
• あなたと私でどう匂いの捉え方が違うのか？（個人バイアスについて） 
• 匂いと記憶の関係（プルースト効果とは） 
• 渋谷川はなぜ雨上がりに臭いのか（芳香性揮発物質の特徴とメカニズムに

ついて） 
• ディスカッション　＆　ブレスト 

• 水は買えても空気は買えない→空気戦争はありうるか？ 
• 都市と嗅覚：公害→香害　今後どうあるべきか？ 
• 嗅覚によるレシリエンス：嗅覚をどう生かす？ 

• 匂いと嗅覚についての勉強会 
• 匂いと嗅覚の生理学的メカニズム 
• 嗅覚の心理学的メカニズム 

• 匂いのランドスケープについての勉強会 
• 江戸は、どのような匂いだったか？　商売の香り。魚屋さんの香り。お茶
屋さんの香り。肥やしの香り。 

• 匂いのランドスケープはどのように変化したか。また戦後世界有数の悪臭
の街だった東京がどのように改善してったか。 

• 渋谷の匂い：渋谷ストリームを作るときに蓋を開けてしまったので、夏で
も冬でも、雨が上がると臭くなった。都市と悪臭の関係性は？


• 気候変動についての勉強会


• 	温室効果ガス、大気汚染などのグローバルコモンズ課題

• 農業と食糧問題、窒素問題（窒素固定）、気候変動を連鎖の視点で捉えよ
う	  

 
② ワークショップ 

調香WS：温室効果ガスの匂いを調香する（二酸化窒素 & オゾ
ン） 

•
1. 化学と分子、揮発性芳香物質（成分）、そして香料（一般的

にアロマといわれているもの）をマテリアルとして扱う。 
2. 香りを具体的に言葉で表現する=共通言語としての香調表現を

学び、他者とコミュニケーションできるようにする 
3. 香りを抽象的に表現する（＝調香） 

③ [PROJECT #2 リサーチ]の部分にも参加可能 

④[PROJECT #3 実験・制作・展示] においても積極的な関与
が期待される。

SMELL LAB 内容
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「空気の匂いの蒸留機」は自作予
定。

空気の匂いをそのまま蒸留する装置を独自制作。

写真：上田によるオランダ王立美術ア
カデミーでの嗅覚アートの授業の写
真。2009～2018年。 

SMELL LAB  イメージ図
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ゲストレクチャーによる公開講座（一般公開） 
場所：CCBT 

世界最先端の研究者を呼んでの嗅覚アートや嗅覚コミュニケー
ションへに関するレクチャー知識関心のボトムアップを図る。 
 
1.「嗅覚に美学はあるか」（仮） 
講師：岩﨑陽子氏　（内定） 
嵯峨美術短期大学　教授 
2002年　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了　博士（文学） 
専門はフランス美学、香道研究、香りの現代アート 
「味と匂い研究会」主宰 
Perfume Art Project代表　http://perfumeartproject.com 
フランスの哲学者M.メルロ=ポンティの身体論から、芸術と身体の美学研究に取
り組みはじめる。近年は特に嗅覚、匂い、アートについて実際に作品制作をする
アーティストたちと共に実践研究を重ね、国際的な香りのアートの展覧会の企
画、日仏学生交流、国内外での講演など多岐にわたる活動を展開。日本の伝統的
芸道である香道にも深い関心をもつ。最近は特に香りと記憶の結びつきに注目
し、高齢者にとってなつかしい匂いを使った快適空間をアート・デザインの力で
生み出す研究をフランス、イギリス、スウェーデンの研究者たちと共におこなっ
ている。 

2. 「インフォケミカルとしての香り」（仮） 
講師：東原和成氏（打診） 
東京大学大学院　農学生命科学研究科　応用生命化
学専攻　生物化学研究室　教授　 

1989年東京大学農学部農芸化学科卒業。1993年ニューヨーク州立大学ストー
ニーブルック校化学科博士課程修了。Ph.D.。1993年デューク大学博士研究員、
1995年東京大学医学部助手、1998年神戸大学助手、1999年東京大学大学院新
領域創成科学研究科助教授を経て、2009年より東京大学大学院農学生命科学研
究科教授。2012-2017年ERATO東原化学感覚シグナルプロジェクト研究総括兼
任。匂いやフェロモンを感じる仕組みについて研究。共著書に「においと味わい
の不思議」「ワインの香り」。文部科学大臣表彰若手科学者賞、日本学士院学術
奨励賞、読売ゴールドメダル、国際Wright賞など。 

3 仮題「気候変動・都市公害とデジタル嗅覚」 
講師：（株）リコー　氏本勝也 
FAIMS計測データをもとに、東京の「見えない空気を見る」 
レクチャー＋ワークショップ。計測データと東京の地形や空間特性を照らし合わ
せながら、東京の空気質を考察する、「見えない空気を見る」ためのディスカッ
ション中心のワークショップ。例えば前出の東京湾岸地域計測データからは、特
にトンネルの出口と入口に濃い信号が検出され、地下トンネルの多い東京の特徴
が読み取れる。特に温室効果ガス、PM2.5やその前駆物質、硫化水素などの公
害指定物質など、社会課題となっているコモンズに焦点を当てる。 

 
公開講座　本番行程案 
時間はLAP表記 
00:00-00:30 	 登壇者会場入り、流れの共有 
00:30-01:00 	 登壇者用のPCの投影機材・音声チェック 
01:00-01:10 	 オープニング、コンテクスチャライジング（上田）
01:10-02:00 	 登壇者のプレゼン 
02:00-02:30 	 Q&A→クロージング 
02:30-03:00 	 カジュアルな交流タイム 
03:00 	 	 閉場

公開講座

http://perfumeartproject.com
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FAIMS　による東京湾岸地域の空気質の計測結果。この図から読めるのは、地下ト
ンネルの入口と出口の空気質の信号が濃いということ。特に地下トンネルが多い東
京ならではの特徴。提供：リコー社。

PROJECT #2:

リサーチ

空気の可視化 

　人間の嗅覚は、個人差の大きい主観の感覚である。年齢・性
別・健康状態・経験などにより大きく左右され、先入観によるバイ
アスもかかりやすい。同じ匂いを持続して認識できないなど、「嗅
覚疲労」あるいは「嗅盲」などの問題もある。そこにデジタル技術
を使う利点がある。 
　デジタル嗅覚(e-NOSE)は近年、目覚ましい発展を遂げている。
半導体式、MMS膜型表面応力センサー、水晶振動子式、FETバイ
オセンサー、脳波などさまざまなメカニズムのものが開発されてい
る。それぞれの特徴があり、得意不得意がある。当プロジェクトに
適していると考えられるのは、大気質計測が得意なイオン移動度ス
ペクトロメータである。

maki
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イオン移動度スペクトロメータについて 
英語：Field Asymmetric Ion Mobility Spectrometry (FAIMS) 
リコー社のデジタル嗅覚、FAIMS は、イオンの移動度の電界強度依存性を利用して分子をふるい分ける技術を応用。空気中の化合物や微
量気体全てをまるごとイオンで信号化するものである。リアルタイム計測かつポータブルという強みがある。またリコー社独自の360°カ
メラ・4方向マイクにより、オーディオビジュアルの環境的なレコーディングも並行可能。（作家自身とも2022-2023年に別件でコラボ
しており、今回の協力に関しても打診済み。） 

https://jp.ricoh.com/technology/tech/122_GasOdorSensing
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テーマ：　嗅覚の力学　～人間vs人間～ 
場所：CCBT ? （未定） 

対象者：SMELL LABメンバー 

密閉空間でよく問題となるのは人の匂い。人体は、化学工場その
もの。人間により空間内の空気質が変化するが、自分の匂いは決
して嗅げない。人間の嗅覚は、都合良く信号を「遮断」すること
ができる。しかしデジタル嗅覚FAIMSはバイアスに左右されず、
信号を検出できる。 

観客自身の体臭を作品の「マテリアル」として利用し、「空気の
汚染者」としての我々人間を客観視するリサーチ。具体的には擬
似的な満員電車のような空間を作り、検出信号の積み重ねを観察
する。都市の極限状態における嗅覚をリサーチ。 

い。FAIMS計測内容（１）MICRO
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テーマ：　嗅覚の力学　～人間vs犬～ 
場所：都心・青山などの、犬連れ可能な公園 
対象者：SMELL LABメンバーは見学・アシストすることができ
る。 

この地球上の空気は、人間だけのものではない。
生きとし生けるもので共有している。植物や動物
は、人間と違い、生存とコミュニケーションのた
めに匂いを使っている。人間以外の嗅覚世界を知
る手がかりとして、犬に活躍してもらう。（上田
の犬・千代子を使用予定）コモンズとしての空気における生物多
様性やバイオームへの思考を巡らせる。 

１周目：人間の嗅覚世界 
人間の鼻の高さで計測。人間は鼻で嗅いだ匂
いをメモしながら歩く。→Google Mapへ書
き込み。最終展示では拡大印刷した地図に 
Post-It. 

２周目：犬の嗅覚世界 
動物の鼻の高さで計測。同じルートを犬
（作家の犬）と共に計測。人間だと特段気
に留めることのないものにも、犬は反応す

る。地面や電信柱、草にはたくさんの匂いが付着している。FAIMS計測内容（２）MICRO

2023年、石垣島にある作家のアトリエ周辺にてテス
トラン

2023年、石垣島でテストランしたときのデータ。左は犬の散歩、右は人間。犬
が立ち止まり、草むらの中をガサゴソしたところでは高い信号が検出されてい
た、つまり犬の行動がデータと一致していることを映像・音・信号すべて記録
した。AR再生にあたっては、高い信号のところでは香りを濃く出すようにプロ
グラムする。テストランの動画：https://drive.google.com/file/d/
1mPwl8RdfHJdlGDxDUyHqlXkjXRUlIxzW/view?usp=drive_link

イメージ：作家が個人的
に制作している、石垣島
の香りマップ

https://drive.google.com/file/d/1mPwl8RdfHJdlGDxDUyHqlXkjXRUlIxzW/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1mPwl8RdfHJdlGDxDUyHqlXkjXRUlIxzW/view?usp=drive_link
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テーマ：　嗅覚の力学　～都市vs自然～ 
 
場所： 
１箇所目：都市 
産業・農業などの人間活動の盛んなエリア。案：湾岸部 
２箇所目：自然 
最も人間活動の少ないエリア。案：檜原村 
 
対象者：場合によってはSMELL LABメンバーは見学・アシスト
することができる。 

 

車による広域の空気質計測。 
 
FAIMS計測データとの比較対象として、匂いを採取する。 

FAIMS計測データ：科学 
匂い：感性 

（A）空気→蒸留して匂いを採取→HSGC分析にかける 
（B）土→蒸留して匂いを採取 

参考：石垣島と西表島で2023年5月に計測したもの。

FAIMS計測内容（３）MACRO

場所(案) FAIMS 計
測

(A)空気の蒸
留

(B) 土の
採取

→蒸留
@CCBT

都市 湾岸部 10/2 10/4 10/4 10/6
自然 檜原村 10/3 10/5 10/5 10/6

日程の案
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コモンズとしての空気　-  社会問題の観点から -
分子式 日本語 特徴

① PM2.5との関係 ② 温室効果ガス？
③FAIMS 計測
実績

④東京都大気測
定局によるリア
ルタイム測定

CO 一酸化炭素 ・不完全燃焼で発生 
・有毒・無臭で感知しにくく、中毒死の危険あり

間接的に関与（大気中反応に
よる二次粒子形成に影響） ❌  温室効果ガスではない ✅ ✅

CO₂ 二酸化炭素 ・大気中濃度増加が地球温暖化の主因 
・呼吸や燃焼で発生。 ❌  関与なし ✅  主な温室効果ガス ✅

CH₄ メタン

・牛のげっぷ、湿地などから発生 
・分解過程でCO₂やオゾン生成に関与 
・強力な温室効果ガス 
・大阪万博工事現場の爆発原因 
・バミューダトライアングルの謎に関わる？

❌  関与なし ✅  CO₂の25倍の温室効果

✅

N₂O 一酸化二窒素
・強力な温室効果ガス。 
・笑気ガスとして使用。 
・農業由来が多い。

間接的に関与（大気化学反応
の一部）

✅  CO₂の約300倍の温室
効果

HFCs ハイドロフルオロカーボン ・人工的な温室効果ガス 
・冷媒や発泡剤などに使われる ❌  関与なし ✅  強力な温室効果ガス

（人工）

NH₃ アンモニア ・農業、動物の排せつ物から発生。 
・大気中で化学変化しやすく、PM2.5の元

✅  SO₂・NOₓと反応し
PM2.5の主成分「二次粒子」
生成

❌  温室効果ガスではない
✅

SO₂ 二酸化硫黄
・火山や化石燃料の燃焼で発生。 
・酸性雨の原因。 
・呼吸器へ影響

✅  NH₃などと反応して
PM2.5を形成（硫酸塩粒子）

❌  温室効果ガスではない
✅ ✅

α-pinene α-ピネン（アルファ・ピネ
ン）

・森林の香気成分。 
・植物（特に針葉樹）から発散される揮発性有機化合物
（VOC） 
・VOCとして反応性が高い

✅  大気中で酸化されて「有
機エアロゾル」（PM2.5）を
形成

❌  温室効果ガスではない
✅

NO₂ 二酸化窒素 ・排ガスに多く含まれ、化学スモッグの原因。 
・ぜんそく等の原因物質

✅  PM2.5の前駆物質。NH₃
と反応し硝酸塩粒子に

❌  温室効果ガスではない ✅ ✅

H₂S 硫化水素

・腐った卵のような匂い。 
・下水などに発生。埼玉八潮の下水陥没事故の原因の一つ 
・都心ビル街で問題になっているピルピット臭気 
・火山や温泉地、工業過程から発生 
・毒性あり（特定の濃度から麻痺して嗅げなくなる） 
・福島の源泉地確認に行ったホテル従業員の死亡事故の原因 

関与は小さい（反応性はある
がPM形成には弱い） ❌  温室効果ガスではない

✅

1

作家によるリサーチ。参考：図解でわかる 14歳から知る気候変動 

参考: コモンズとしての空気における社会課題　（特にワークショップ③において検討）
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前リサーチプロジェクトを引き継ぎ、多くの人と問いを共有する
ための体験型展示。 

PROJECT #3:

展示 



PROJECT PROPOSAL BY MAKI UEDA FOR CCBT

18

場所：CCBT 

より多くの方（特に子供）が人間以外（犬）の嗅覚世界を体験で
きるような展示。 

A: 大きな拡大地図上で匂いのトレースを嗅ぐ 
・マイクロカプセル技術を応用。擦ると匂いが出
るというもの。匂いの塗料を作り、それを地図
に塗る。体験者は床をこすりながら、匂いをト
レースする。 
・香りは3種を想定（例：pee, meat, earth) 
 
B: 映像・音・香りのAR体験 
・トラックボールで前進→匂いと空間を360
度映像・立体音つきで再生。ヘッドマウン
ト・ディスプレイでAR体験。 
・FAIMSデータに基づいた香りを再生する
ため、香り再生装置AROMA SHOOTER
向けの独自プログラムを開発。 
・香りは3種を想定（例：pee, meat, 
earth)

展示（１）嗅覚の力学～人間vs犬～

日本カプセルプロダクツ
（株）

犬の五感をARで体験

AROMA JOIN 社 
AROMA SHOOTER 2
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場所：CCBT 
 
[PROJECT #2　リサーチ]　の結果を展示 
・FAIMS DATA: 科学 
・匂い：感性 
観客は科学と感性の間を匂いで体験することができる。

展示（２）嗅覚の力学～都市vs自然～
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展示（３）嗅覚の力学～バイオーム～
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匂いをメタファーとして、メディウムとしての空気とその循環
を表現する空間作品を、さまざまな実験をもとに制作する。擬
似的な密閉嗅覚空間を温室で作り(SMELL LAB内）、その中で
以下のような様々な実験をする。 

1. 匂いをタンジブルに（物質化）する実験 
密閉空間における空気の循環（揮発→結露）を視覚化し、嗅覚
で体験できるような仕組みづくり。超音波霧状化装置やさまざ
まなスモーク装置（ドライアイス由来、お線香由来など）を用
いる。 
 
2. エアフローの可視化実験 

クリーンルームライトやレーザー光などの技術を併用し、空気
の流れ、風のサーキュレーションを可視化。ファンシステムに
より空気の対流を起こす仕組みを導入。


3. 音や光による匂いの表現実験　 

（→森本洋太研究室とのコラボ）


4. 香水などの装着による人工的な信号によるコミュニケーショ
ン実験 

案：人VS人　信号としてのフレグランスを作る 

循環メカニズム。これらの要素を温室の
密閉空間の中に展開するイメージ。

エアロゾルを視覚化する仕組み(カトウ
光研)

密閉性の高い空間内でさ
まざまな実験をする

気流を可視化するクリーンルームラ
イト(CSC)

拙作　AEROSCULPTURE (2022)

超音波噴霧（Ultrasonic atomization）は、
超音波の音圧により液面に噴水状の液柱が発生
し、液柱の側面からおもに数ミクロン程度の微
細な液滴（ミスト）が発生するもの。
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拙作　AEROSCULPTURE (2022)

拙作　AEROSCULPTURE (2022)

REMINI-SCENT (2023)

参考：過去作品においてお
こなったエアフローの可視
化実験
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展示ベニュー候補

場所 主な理由 想定される展示の形式 料金

第１候
補

夢の島
熱帯植
物館

◎湿度温度が完璧（秋～冬は、嗅覚には厳しい
時期だが、温室は理想的） 
○屋内　だがもともと無臭の清潔空間ではない
（使用後の問題）

○ほどよい密閉空間（換気能力も高い。土の匂い
があるから）

○「香り」というテーマが熱帯植物と相性が良い 
○上田が熱帯住まいのため、熱帯植物やバイオー
ムの匂いを熟知している 
△アクセスほどほど

・植物の間にミストを流し（賦香す
るしないはベニューと相談の上）、
風を起こし、ライティングを工夫し
て、空気の流れを「可視化」する。 
・人に匂いをまとってもらう？→嗅
覚を惑わす 
・夜間、照明を落とし気味に？→嗅
覚を鋭敏にする 

要交渉。理想は、植物館との
コラボイベントとし、場所使
用料は無料。香りはおそらく
興味を持たれるテーマ。夜間
のみでもOK。 

第２候
補

TMOF 
水と石
のプロ
ムナー
ド

○風が程よく吹き抜ける構造⇨空気の流れを感じ
やすい 
△天井あるので、半屋内、悪天候でもギリギリ
行ける 
○アートベニューなので相性良い 
△アクセスほどほど

・水に浮かび、風により動く船にミ
ストを搭載（賦香） 
・人に匂いをまとってもらう→嗅覚
を惑わす 

ユニークベニューとしてレン
タルするなら、200万円/全日 
→コラボイベントにして場所
使用料を無料にできないか？　
夜間のみでもOK。


第３候
補

CCBT ⚪︎設置が簡単 
⚪︎屋内だし、いろいろ楽 
△チャレンジがない？？？ 
△換気によっては匂いが残留する可能性

小さな透明テントを立て、その中で
できること

無料

第４候
補

どこか
借りる

✖ 換気によっては匂いが残留する可能性 
△観客の誘導が大変

小さな透明テントを立て、その中で
できること

有料、１ヶ月
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夢の島熱帯植物館
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夢の島熱帯植物館
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• ロケハンのビデオ：　https://youtu.be/Se5Xp7oqraE 

• 理想的なのは、ベニューを借りてやるのではなく、ベニュー側
とのコラボイベント。ベニュー側にも興味を持たれること。 

• ３日間～５日間の夜間開館 (18:00-21:00)、特別イベントといっ
た形もあり。 

• 状況がゆるせば常設もあり。 

• 機材等のセッティングをその日その日の終わりに撤収する必要
があるなら、期間は短めになる 

• ７～８月中に候補を絞り、折衝 

展示の形態や期間についての補足

https://youtu.be/Se5Xp7oqraE
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TEAM MEMBERS

楠尚子

PR 
SNS 

アーカイブ
プロダクシ
ョン・アシ
スタント

WS アシ
スタント

上田麻希
コンセプ
ト

プロダク
ション

WSリー
ダー

株
リコー 
計測＋分析
＋再生

小林すみれ 
デザイン

森本洋太
研究室 

音＋光？再生

においの大学 
有志アシスタン

ト

外部メ
ディア 
ジャーナリ
スト

CCBT 
TASKO

ファンシ
ステム 
設計＋設置 
技術スタッフ
未定

ゲスト
レクチャ
ラー

メンター

森本洋太 
早稲田大学理工学術院表現工学
科准教授 
オランダ王立　ハーグ音楽院ソ
ノロジー研究所客員教授 
INSTAGRAM: 
@yotamorimoto 
https://w-rdb.waseda.jp/
html/100004042_ja.html 

岩﨑陽子東原和成

小林すみれ 
1987年､ 東京生まれのグラフィッ
クデザイナー｡ 2010年､ オランダ
のWillem de Kooning Academy
グラフィックデザイン学科学士課程
を修了後､ SOUP DESIGN､ 中野デ
ザイン事務所にて実務経験に携わ
る｡ 2017年よりフリーランス｡ 美
術・文化・公共領域において､ エデ
ィトリアルと印刷物のデザインを中
心に活動｡  
INSTAGRAM@sumirekobayashi 
https://sumirekobayashi.com/

楠 尚子　 
YOUR EXCLUSIVE 代表 
Perfumer / Olfactory Artist 
京都芸術大学大学院 芸術環境専攻 超域プロ
グラム 制作学修了 
日本フレーバー・フレグランス学院 フレグ
ランス専攻在学中 
Grasse Institute of Perfumery Level 
3 Advanced 修了 
京都芸術大学 グラフィックデザインコース
卒業 
青山学院大学 国際政治経済学部国際政治学
科卒業 
一般社団法人日本ソムリエ協会認定　ワイン
エキスパート
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PUBLICITY & ARCHIVE

まちのお
でかけメ
ディア系

広報アセット制作 
小林すみれ

広報計画策定 
上田・楠

７月 ８月中～下旬

プロジェクト紹介 
プレスリリース送

付

TV

新聞

雑誌

• TOKYO ART 
BEAT 

• 美術手帖 
• ARTNEWS JP 
• その他アートメ
ディア

においの大学 
メンバー募集 
～８月下旬

目的：STORY 話
題・物語性  
・嗅覚アートへの
認知を高める 
・活動全期にわた
る長期的な取材の
お誘い

SNS 
@smell.academy 

(instagram)

メンバー決定

取材・インタビュー等

イベント 
告知

９月下旬

SMELL WEEK 
VOL. 1

目的： 
集客

11月下旬

イベント 
告知

SMELL WEEK 
VOL. 2

目的： 
集客

１月下旬

イベント 
告知

SMELL WEEK 
VOL. 3

目的： 
集客

常にオンタイム情報発信

２月

プレスリリ
ース雛形 
制作 
上田・楠

小冊子制作 
編集：上田・楠 

デザイン：小林すみれ

映像制作 
編集：未定

香料業界
関係

アーカイブ期

A4 
フルカラー 
日英 

＋ー５０p 
500部予定

作家のwebsite 
ueda.nl に 
アーカイブ 
上田

3-5min? 
Youtubeに 
残す

口コミ

CCBT  
discord

instagram: @smell.academy（仮）
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イベントを大まかに、３つの「SMELL WEEK（仮称）」に分け
ます。時期はあくまで予定で、委嘱後に各方面と日程調整しま
す。 

• SMELL WEEK VOL. 1: 9月末　（次案 10月末） 

• SMELL WEEK VOL. 2: 11月末 

• SMELL WEEK VOL. 3: 1月末 

最新スケジュールは以下のリンクより参照。 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/
11XJsqrics1Q7fCUATKE_HfYhGxSfaZyG/edit?
usp=sharing&ouid=117770386393807832996&rtpof=tru
e&sd=true 

SCHEDULLE

https://docs.google.com/spreadsheets/d/11XJsqrics1Q7fCUATKE_HfYhGxSfaZyG/edit?usp=sharing&ouid=117770386393807832996&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/spreadsheets/d/11XJsqrics1Q7fCUATKE_HfYhGxSfaZyG/edit?usp=sharing&ouid=117770386393807832996&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/spreadsheets/d/11XJsqrics1Q7fCUATKE_HfYhGxSfaZyG/edit?usp=sharing&ouid=117770386393807832996&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/spreadsheets/d/11XJsqrics1Q7fCUATKE_HfYhGxSfaZyG/edit?usp=sharing&ouid=117770386393807832996&rtpof=true&sd=true
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